
第６学年１組 国語科学習指導案 
指導者 鈴木 陽子 

１．日時・場所   平成２７年６月１７日（水） １３：４５～１４：３０ 
          音楽室 
 
２．単元名  「３０人笑顔で卒業大作戦！私たちの１５０日間」 

～パネルディスカッションで互いの意見を高め合おう～ 
                    （「学級討論会をしよう」光村図書） 
３．単元目標 

○小学校生活最後の 1 年間を充実したものにしたいという共通の目的意識をもって討論し、

話し手の意図をとらえながら聞き、互いの立場や意図をはっきりさせながら計画的に話し

合う力を育てる。 
 
 重点指導事項：「Ａ 話すこと・聞くこと」  
  エ 話し手の意図をとらえながら聞き、自分の意見と比べるなどして考えをまとめること。 

オ 互いの立場や意図をはっきりさせながら、計画的に話し合うこと。 
   

言語活動：調べたことやまとめたことについて、討論をする。 
 
４．評価規準 

国語への関心・意欲・態度 話す・聞く能力 言語についての 
知識・理解・技能 

・話し手の意図をとらえなが

ら聞いたり、自分の立場や

意図をはっきりさせて話

し合ったりしようとして

いる。 

・話し手の意図をとらえ、異

なる立場の意見を比べた

り関連付けたりしながら

聞いている。（エ） 
・互いの立場や意図をはっき

りさせながら、テーマの実

現に向けて計画的に話し

合っている。（オ） 

・相手や場面に応じて適切な

言葉遣いをしている。                   
        イ（ア） 

 
５．単元について  
（１）児童の実態 
 5 月に実施した国語アンケートによれば、大半の子が「国語の学習が好き」と答え、国語学習

に対して前向きに取り組んでいる。何のために「書く」のか、「読む」のかなど、学習の目的に

ついて理解した上で、その楽しさを味わえている児童が多いといえる。「話す、聞く」について

は、ほとんどの子が「わかりやすく話そうとしている」「相手が言いたいことを考えながら聞い

ている」と答え、相手意識をもって話したり聞いたりしていることがわかる。その一方で、「み

んなの前で発言している」は全体の 2/3 にとどまり、自分の考えを発表することに抵抗を感じて

いる子がやや多い。国語に限らず他教科でも、答えがわかっていることは進んで発表することが

できるが、自分の考えを発言するのは一部の子に限られ、なかなか全体の話し合いにつながらな

い。 
「話すこと・聞くこと」の目的や意味についてわかっているのに、みんなの前で自分の意見を話

すことができないのはなぜだろうか。子ども達に聞いたところ、「間違っていると恥ずかしい」「自

信がない」「自分が言わなくてもだれかが言ってくれる」というような答えが返ってきた。国語

は正しい答えを求める教科ではないこと、授業はみんなの声でつくるもの、と子どもたちに伝え

続けてきた。少しずつではあるが、今まで進んで発言できなかった子が必死に自分の声をクラス

のみんなに届けようとしたり、自分の発言でクラス全体の学びが深まる喜びを感じたりする子が

増えてきている。 



クラス全員が手を挙げたくなるような授業、クラス全員が自分の思いを仲間に届けたい、友達

の考えを知りたいと前のめりになるような授業をめざし、試行錯誤の毎日である。そのためには、

友達の意見で自分の考えが揺り動かされたり、友達の説明によってわからないことが解決したり

する経験を重ねることが大切である。同時に、自分の考えをしっかりともつことは、友達の考え

知りたいという意欲となる。「授業はみんなの声でつくるもの」「学びとは友達の考えから学ぶこ

と」の意味を子ども達が実感を伴って理解することによって、友達の考えを知りたい、わかり合

いたいと感じられるようになると考える。 
 
以上のような考えに基づき、4 月から次のような取り組みをしてきた。 

①自分と向き合い、自分の思いを表出するために 
「あの日 あの時 あの一瞬」・・・行事や心に残るできごとがあるたびに、詩、作文、

一字に表す、の中から表現方法を選んで書く。「今の自分をしっかり見つめ、卒業する

ときに振り返ることができるように書き記そう」と、声かけをしている。 
 

②主体的な聞き手を育てるために  「受けて返す」 
     友達の意見はクラス全員に向けて発信された言葉である。それを受け止めて、わから

ないことは質問したり、さらに自分の考えを話したりできるようにする。今は、教師が

仲介役となって一人の意見を全体に広げる役割を担っているが、だんだんと子ども達自

身の力で一人の意見を広げ、みんなで考えられるようにしたい。また、主体的な聞き手

を育てるためには、友達の意見を受けて反応を返すようにする。「○○さんは、～とい

う意見ですが・・・」「○○さんと似ていて、・・・・」「○○さんとちょっと違って、・・・・」

と、相手の話の意図をとらえ、自分の立場をはっきりさせて話すようにする。 
 
③自分らしい表現を大切にする。 

たとえ友達と似たような考えだったとしても、その根拠や表現方法は異なる。前に出

された意見と同じでも、全体に向けて話すように支援する。自分の言葉で語ることがで

きた時にほめ、自分らしい表現を価値づけする。 
 

国語に限らず各教科において、自分の考えをまとめることをくりかえし行ってきたため、一人

一人が自分の考えをもち、「私はこう考える」と、自分らしさをもって表現できるようになって

きている。しかし、まだ声にのせて自分の考えを表現することに対する積極性に欠ける。 
このような児童の実態をふまえ、本単元では子どもにとって必要感があり、思わず話したくな

るようなテーマを設定することによって、子ども達が主体的に考え、互いの思いを共有し合える

のではないかと考えた。友達の意見を聞いて心が動かされ、ものの見方、考え方が広がるという

経験をすることによって、「授業はみんなの声でつくるもの」の意味を再認識することを期待し

ている。 
 
（２）単元設定の理由 
〈めざす子どもの姿と言語活動【パネルディスカッション】〉 

 本単元でめざす子どもの姿は、話し手は自分の思いを根拠をもとにクラスの仲間に伝え、聞き

手は友達の思いを受け止め、互いの思いを共有し合おうとする姿である。パネルディスカッショ

ンの目的は、異なる立場からの意見を出し合い、その根拠のよさ・問題点を討議することで立場

の違いや相違点を見出すことである。立場の違う意見を共有し合い、互いに学び合うことは、ま

さにめざす子どもの姿につながると考えた。 
 
 
〈話す意欲をひき出すテーマ〉 
子ども達の「話したい」「みんなで考えたい、話し合いたい」という意欲をひき出すために、

子どもにとって身近なテーマを選んだ。身近なテーマは、話し合う必然性を生み、子どもに「み

んなで考えなくては」という必要感をもたせる。同時に、話し合うことで友達の考えを知りたい、



テーマについて考えを共有したいという意欲につながると考える。友達の意見を受け止めようと

いう土壌は育っている子ども達である。「話したい」という衝動にかられるようなテーマの選択

は、その後の「話す・聞く活動」への意欲を持続させるはずである。 
 テーマの選定にあたっては、パネルディスカッションという討論の手法から、3 種類以上の提

案が想定されるもの、話し合う必要感を生むために子ども達が話し合う価値を見出すことができ、

前向きな考えをひき出せるものを選んだ。また、本単元のねらいである「相手の意図をとらえて

話す、聞く力」を育てるためにも、意見の拠り所となる資料が提示できるテーマにした。 
 
〈テーマ「笑顔で卒業！私たちの１５０日間」について〉 
 6 年生になって２ヶ月が過ぎた。委員会やクラブ活動、1 年生との交流を通して最高学年とし

ての意識が育ってきている子ども達である。運動会では、自分の役割をしっかりと遂行し、互い

に助け合うことで成功体験を得られた。また、作文の中に「自分が声をだすことで、周りも声を

出して応援してくれた。これからも自分から新たな一歩を踏み出していきたい。」と書いている

子がいた。6 年生という時期は、自分を変えるチャンスがあり、卒業という明確なゴールをめざ

して全員が一致団結できる貴重な 1 年である。「卒業までの残りの日々をどのように過ごすのか」

についてみんなで考え、共有し合うことは、話し合う価値があり必要感のあるテーマだと考えた。 
 
〈学習過程について ～個からグループ、全体、そして個にもどる～〉 
最初のテーマとの出会いを大切にしたい。「３０人笑顔で卒業」にこめられた「１人残らず笑

顔で卒業」の意味、その目標達成のためにはクラス全員が心をひとつに向かっていかなくてはな

らないということを意識させる。テーマのイメージがつかめたところで「さあ、残りの１５０日

どうする？」と、子ども達に自分たちの問題として考えさせる。さまざまな意見が出されると思

うが、「楽しい思い出をつくろう」「日々の生活を見直そう」など、主張の柱を２～３本つくり、

柱ごとに分かれて具体的な方策を出し合う。似たような考えをもつ子ども同士でグループをつく

り、根拠をもとにより説得力のある提案にしていく。討論では、テーマと提案内容を関連づけて

「実現可能かどうか」「どんな効果が得られるのか」などを論点として話し合い、提案の質を高

めていく。個、グループ、クラス全体と、話し合いの形態は変わるが、常に自分の考えをしっか

りともって話し合いに臨むようにする。単元のゴールは、多様な考えにふれ、自己が変容する個

の姿である。 
  
（３）研究テーマとのかかわり 
 
 
 
 
 本単元における「心」とは、提案を実現させたいという思いである。話し手、聞き手の双方が

「３０人笑顔で卒業」という共通の目標を実現するために互いの提案についてのパネルディスカ

ッションをする。研究テーマに迫るための手立てがパネルディスカッションであると言える。 
 子ども達にとって初めての経験となるパネルディスカッションを成功させるために、次のよう

な手立てをとった。 
  

①パネルディスカッションの進め方について解説したビデオ 
   パネルディスカッションとは何か、どんな役割があるのか、具体的な進め方についてイメ

ージをもたせるためにビデオを視聴した。パネルディスカッションは初めて経験することに

なるので、イメージをつかむことで見通しをもって学習し、子どもが主体的に動けると考え

た。さらに、学級会に代表される「協議」とパネルディスカッションなどの「討論」との違

いを具体的に説明することで、子ども自身が本単元のゴールをイメージできるようにした。 
 

②学習のねらいが明確に示されたワークシート 
単元を通した話し手（パネリスト）と聞き手（フロア）のねらいが書かれたワークシート

心と心をつなぐ聞き手・話し手の育成を目指して 
～自分発見・友達発見！～ 

 



を用意する。さらに、毎時間ごとのめあてについてワークシートを使って確認し、子どもが

「何のための学習か」わかるようにする。  
  
③根拠をもとにした話し合いにするために 
   高学年の「話し合うこと」の目標は、「互いの立場や意図をはっきりさせながら、計画的

に話し合うこと」である。本単元では、互いの立場や意図をはっきりさせるために、根拠を

もとに話し合うことを大切にする。話し手は、提案理由をはっきりさせて話す。聞き手は、

提案理由をもとに自分の考えと比べ、考えたことを伝える。このように「根拠（提案理由）」

を媒介にした話し合いをめざす。 
まず、提案の準備をする段階で、提案理由をはっきりとさせてから具体策を練るようにす

る。次に、パネルディスカッションの前に、根拠（提案理由）をもとに提案内容について考

え、互いの提案の質を高め合い、実現へと近づけることを確認する。    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    「学習指導要領 解説 国語編」より抜粋   Ｐ７５・７６・７８ 
 
Ａ話すこと・聞くこと（第５学年及び第６学年） 

〈目標〉 
 目的や意図に応じ、考えたことや伝えたいことなどについて、的確に話す能力、相手の

意図をつかみながら聞く能力、計画的に話し合う能力を身に付けさせるとともに、適切に

話したり聞いたりしようとする態度を育てる。 
 
〈指導事項〉 
ア 考えたことや伝えたいことなどから話題を決め、収集した知識や情報を関連付けるこ

と 
イ 目的や意図に応じて、事柄が明確に伝わるように話の構成を工夫しながら、場に応じ

た適切な言葉遣いで話すこと 
ウ 共通語と方言との違いを理解し、また、必要に応じて共通語で話すこと 
エ 話し手の意図をとらえながら聞き、自分の意見と比べるなどして考えをまとめること 
オ 互いの立場や意図をはっきりさせながら、計画的に話し合うこと 
 
〈オ 話し合うことに関する指導事項〉 
中学年の「オ 互いの考えの共通点や相違点を考え、司会や提案などの役割を果たしなが

ら、進行に沿って話し合うこと。」を受けて、司会者や提案者、参加者などの役割に基づい

て、立場や意図を明確にしながら計画的に話し合うことを示している。 
 話し合いには、グループや学級全体での共通理解や問題解決に向けて、相互の知識や考

え、意見などを出し合い一つにまとめていく協議と、互いの考えの違いを大事にしながら

多くの考えを関連づけていく討論とがある。いずれの場合も、互いの立場や意図をはっき

りさせ、話し合いを計画に沿って進めていく必要がある。そのためには、例えば、決めら

れた時間内にまとめられるように、発言内容を簡潔にしたり、発言回数に注意したりする

ことなどの工夫が必要となる。 
自主的な形による話し合い活動の場を多く経験することにより、徐々に指導内容を生か

していくようにすることが重要である。 

     「話すこと・聞くこと」の授業をつくる（光村図書）」より抜粋 
○話し合いには、その目的によって、３つの形態に大きく分類できる。 

  ①協議（会議） ②討論  ③フリートーキング 
 ○協議とは、集団として、共通の議題について結論を出す話し合いの形式の一種である。

○討論とは、対立した立場の人々が、めいめいの自己の主張による説得を行う方法であ    
  る。討論には、次のようなさまざまな形態がある。 
  ①グループディスカッション ②パネルディスカッション ③シンポジウム 
  ④ディベート 
   



（国語） 
 互いの立場や意図をはっきりさせ、話し合いを計画にそって進めていく。 
 根拠や理由を明らかにしながら、テーマに対する考えを深める。 

  考え方 

   ・主張と根拠を理由づけする。 
   ・情報を比較、検討して適切に理由づける力 
   ・主張―理由―根拠の関係性が妥当か吟味する。 
  ◎根拠をもとに話し合う 

 表現の仕方 

   ・効果的な構成（主張―理由）を考えて伝える力 
   ・受け取った主張を吟味しながら聞き、意見を返せる力 
  ◎結論を先に言う。 
 
（特活） 
   ・互いの意見や考えの相違点を理解しあえるようにする。 
   ・異なる意見について、説得したり、互いの意見のよさを生かしたり、折り合いを

つけたりして集団としての意見をまとめることができる。 
  ◎生活上の諸問題を話し合いで解決したり、進んで自分の考えを表現したり、意見の

異なる人を説得したり、協同的に議論して他者の思いや願いなどを理解して集団と

しての意見をまとめたり、よりよい人間関係を構築しながら生活しようとしたりす

る資質や態度の育成が求められる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



６．学習指導計画（９時間扱い）  
次 時 ・評価規準 

☆評価方法 
学  習  活  動 指導上の留意点 

 
一 
 
次 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 

  
 
「卒業までの１５０日間、何をすべき

か」について話し合うという学習課

題を知る。 
 
 
 
 
 
 
 
○パネルディスカッションの進め方

のビデオを見て、話し合いの流れを

理解する。 
 
 
 
 
○話し合いの柱を決め、提案内容とパ

ネルディスカッションのグループ

を決める。 
・「３０人笑顔で卒業」の具体的な姿

から話し合いの柱をつくる。 
・話し合いの柱ごとに分かれて、テー

マ実現のための具体的な方策につ

いて話し合う。 
 
 
 
 
 
 
・パネルディスカッションののグルー

プを決め、大まかな提案内容をまと

める。 
 

 
 
・卒業式の歌を流し、今まで

の歩みを振り返ることで、テ

ーマについて考え、みんなで

共有したいたいという意欲を

高める。 
・テーマに対する自分の考え

をまとめ、次時に生かす。 
 
 
 
・パネルディスカッションの

イメージをもてるように、ビ

デオを視聴する。 
・パネリスト、フロアー、司

会の役割について確認する。 
 
 
・前時に書いた自分の考えを

もとに話し合い、テーマを具

現化する。 
・テーマから提案内容を決め

るまでの道筋がわかるような

ワークシートを用意し、学習

の見通しをもてるようにす

る。 
・自分の考えをしっかりとも

たせつつ、グループや全体で

の話し合いを適宜取り入れ、

テーマの実現に向けみんなで

考えていくという意識を促

す。 
 

「30 人笑顔で卒業大作戦！私たちの１５０日間」について話し合い、互い

の考えを高め合おう。 

学習の見通しをもち、パネルディスカッションの進め方を知ろう。 

Ａ．クラスみんなが笑顔になる

ために 
Ｂ．最高学年としての責任を果

たすために 



 
 
 
 
一

次 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二 
 
次 
 
 
 
 

１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 
・ 
４ 
・

５ 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
学習の見通し

をもち、学習

課題に意欲的

に取り組もう

としている。 
【意・関・態】 
☆ 発言 
ワークシート 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
○「卒業までの１５０日間、何をすべ

きか」について話し合うという学習

課題を知る。 
 
 
 
 
 
 
 
○パネルディスカッションの進め方

のビデオを見て、話し合いの流れを

理解する。 
 
 
 
 
○話し合いの柱を決め、提案内容とパ

ネルディスカッションのグループ

を決める。 
・「３０人笑顔で卒業」の具体的な姿

から話し合いの柱をつくる。 
・話し合いの柱ごとに分かれて、テー

マ実現のための具体的な方策につ

いて話し合う。 
 
 
 
 
 
 
・パネルディスカッションののグルー

プを決め、大まかな提案内容をまと

める。 
 
 
   
 
 
 
○提案内容を考える。 
・グループの意見を整理し、提案内容

とその根拠や理由について話し合

う。 
・提案を裏付けるために必要な資料に

ついて話し合う。 
 
 

 
 
・卒業式の歌を流し、今まで

の歩みを振り返ることで、テ

ーマについて考え、みんなで

共有したいたいという意欲を

高める。 
・テーマに対する自分の考え

をまとめ、次時に生かす。 
 
 
 
・パネルディスカッションの

イメージをもてるように、ビ

デオを視聴する。 
・パネリスト、フロアー、司

会の役割について確認する。 
 
 
・前時に書いた自分の考えを

もとに話し合い、テーマを具

現化する。 
・テーマから提案内容を決め

るまでの道筋がわかるような

ワークシートを用意し、学習

の見通しをもてるようにす

る。 
・自分の考えをしっかりとも

たせつつ、グループや全体で

の話し合いを適宜取り入れ、

テーマの実現に向けみんなで

考えていくという意識を促

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・最初に、「実行可能な提案か

否か」が論点になることを知

らせ、自分たちの提案を納得

させるための討論であること

を意識させる。 
・説得力のある提案にするた

めには、根拠をはっきりさせ

ること、それを裏付ける資料

Ａ．クラスみんなが笑顔になる

ために 
Ｂ．最高学年としての責任を果

たすために 

 
        

       

パネルディスカッションの準備をしよう 



 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６ 
・

７ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
８ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
自分たちの提

案の意図をは

っきりさせな

がら、計画的

に準備してい

る。【話・聞】 
☆観察 
☆ワークシート 
 
 
・相手や場面

に応じて適切

な言葉遣いを

している。 
【言語】 

☆観察 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
立場の違う友

達の提案を自

分の意見と関

連付けながら

○提示する資料をつくる。 
・インタビューをしたりアンケートを

とったりするなど、自分の考えを裏

付けるための取材をする。 
・絵や図、表やグラフなどを使って聞

く人にとってわかりやすい資料を

準備する。 
 
 
○発表メモをつくる。 
・集めた情報をもとに、もう一度提案

内容とその理由、提案の良さを見直

し、発表メモにまとめる。 
・予想される質問に対する回答も考え

ておく。 
 
 
○リハーサルをする。 
・根拠をもとに話ができているか、資

料提示の仕方などについてチェッ

クポイント 
 
 
 
「最高学年としての責任をしっかり

果たすために」について話し合う。 
 
 
１．本時のめあてを確認する。 

パネリスト 

 根拠をはっきりさせて話す。 

フロアー 

が必要であることを伝える。 
・調査活動は、一人一人が確

実に行えるように総合的な学

習の時間も使って確保する。 
・フロアの人数、発表の場所

を加味し、視覚に訴える資料

が有効であることを助言す

る。 
 
・自分の立場をはっきりさせ

根拠を明確にして意見をまと

めるようにする。そのために 
（ａ）結論を先に述べる。 
（ｂ）考えの根拠を述べる。 
という具体的な提案内容の仕

方について伝える。 
 
・少人数で発表を聞き、助言

しあう。 
・根拠をもとに話ができてい

るかチェックする。 
 
 
 
 
・ 
 
 
 
この時間の討論は，自分の意

見を深め，広げる時間にする

ことを伝える。 
・自分のめあてをワークシー

トに記入させ、見通しをも

って学習できるようにす

 パネルディスカッションをしよう 
～自分の考えと比べながら聞き、互いの提案を高め合おう～ 

 



三

次 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
本 
時 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

聞いている。 
【話・聞】 
☆観察 
 
 
自分の考えをし

っかりともって

討論することで

，自分の考えを

広げたり深めた

りしようとして

いる。 
【関・意・態】 
☆ふりかえり

カード 
 

 相手の意図（何を根拠にどんなこと

を伝えたいのか）をはっきりさせ、自

分の考えと比べながら聞く。 
 

２．パネルディスカッションをする。 
①テーマ，パネリストの紹介 
②パネリストの意見発表（３分） 
・フロアは、話し手の意図や根拠に 
ついてメモをとる。 

③パネリスト同士の討論（１０分） 
 ・互いの立場の違いをはっきりさせ

ながら質問や意見を述べる。 
・フロアは、パネリスト同士の意見 
の違いを整理して自分の考えをメ 
モする。 

④フロアーとパネリストとの全体討

論（１０分） 
・フロアからパネリストへの質問や 
意見を出し合う。 
⑤パネリストのまとめの発表 

（各１分） 
 ・パネリストが討論をもとに考え 
をまとめ、述べる。 

 
 
３．学習の振り返りをし、自分の考えを

まとめる。 
・討論を通して、互いの立場を理解して

自分の考えがどのように変容したのか

振り返り、まとめる 
 

る。 
・今日の学習の流れを確認す

る。 
・パネルディスカッションの

流れについて書かれた紙を

掲示し、確認できるように

する。 
・司会は教師が務める。 
・フロアーとパネリストの全

体討論では、話し手がもっ

と伝えたかった内容を引き

出すような質問ができるよ

うにする。 
・必要に応じてグループ内で 

の相談タイムを設け、質問

や討論がしやすい雰囲気を

つくる。 
 
 
 
 
 
 
 
・自己の変容が見られた振り

返りは，全体に紹介して共有

化する。 



 
 


